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グループを理解する

Unified Manager でグループを作成して、ストレージ オブジェクトを管理できます。グ
ループの概念とグループ ルールを使用してストレージ オブジェクトをグループに追加す
る方法を理解しておくと、環境内のストレージ オブジェクトを管理するのに役立ちま
す。

グループとは

グループとは、異機種ストレージ オブジェクト (クラスター、SVM、ボリューム) の動
的なコレクションです。 Unified Manager でグループを作成して、ストレージ オブジェ
クトのセットを簡単に管理できます。グループ内のメンバーは、Unified Manager によっ
てある時点で監視されているストレージ オブジェクトに応じて変更される可能性があり
ます。

• グループごとに一意の名前を付けます。

• グループごとに少なくとも1つのグループ ルールを設定する必要があります。

• 1つのグループを複数のグループ ルールに関連付けることができます。

• 1つのグループに複数の種類のストレージ オブジェクト（クラスタ、SVM、またはボリューム）を含める
ことができます。

• ストレージ オブジェクトは、グループ ルールが作成された時点、または Unified Manager が監視サイク
ルを完了した時点に基づいて、グループに動的に追加されます。

• グループ内のすべてのストレージ オブジェクトに同じ処理（ボリュームのしきい値の設定など）を同時に
適用することができます。

グループでのグループ ルールの仕組み

グループ ルールとは、ストレージ オブジェクト（ボリューム、クラスタ、またはSVM

）を特定のグループに追加する基準を定義したものです。グループのグループ ルール
は、条件グループまたは条件を使用して定義します。

• グループには必ずグループ ルールを関連付ける必要があります。

• グループ ルールにはオブジェクト タイプを関連付ける必要があります。関連付けることができるオブジ
ェクト タイプは1つだけです。

• グループに対してストレージ オブジェクトが追加または削除されるのは、各監視サイクルの完了後、およ
びルールの作成、編集、削除時です。

• グループ ルールには1つ以上の条件グループを、各条件グループには1つ以上の条件を含めることができ
ます。

• ストレージ オブジェクトは、作成されたグループ ルールに基づいて複数のグループに属することができ
ます。
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条件

複数の条件グループを作成し、各条件グループに1つ以上の条件を含めることができます。グループのグルー
プ ルールに定義されたすべての条件グループを適用して、グループに含めるストレージ オブジェクトを指定
することができます。

条件グループに含まれる条件は論理ANDを使用して実行され、条件グループのすべての条件を満たす必要が
あります。条件はグループ ルールを作成または変更すると作成され、条件グループのすべての条件を満たす
ストレージ オブジェクトのみが適用、選択、およびグループの対象となります。グループに含めるストレー
ジ オブジェクトの範囲を限定するには、条件グループで複数の条件を使用します。

次のオペランドと演算子を使用して必要な値を指定することで、ストレージ オブジェクトの条件を作成でき
ます。

ストレージオブジェクトタイプ 適用可能なオペランド

Volume • オブジェクト名

• 所有クラスタ名

• 所有SVM名

• アノテーション

SVM • オブジェクト名

• 所有クラスタ名

• アノテーション

クラスタ • オブジェクト名

• アノテーション

任意のストレージ オブジェクトのオペランドとして注釈を選択すると、「Is」演算子が使用可能になりま

す。その他のすべてのオペランドについては、演算子として「Is」または「Contains」のいずれかを選択で
きます。

• オペランド

Unified Manager のオペランドのリストは、選択したオブジェクト タイプに基づいて変わります。リスト
には、Unified Manager で定義したオブジェクト名、所有クラスタ名、所有 SVM 名、注釈が含まれます。

• オペレーター

演算子のリストは、条件に対して選択したオペランドによって変わります。Unified Manager でサポート

されている演算子は、「Is」と「Contains」です。

「Is」演算子を選択すると、選択したオペランドに指定された値とオペランド値が完全に一致するかどう
か条件が評価されます。

「Contains」演算子を選択すると、条件は次のいずれかの基準を満たすかどうか評価されます。

◦ 選択したオペランドの値が指定した値と完全に一致する。
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◦ 選択したオペランドの値に指定した値が含まれる。

• Value

値のフィールドは、選択したオペランドによって変わります。

条件を使用したグループ ルールの例

ボリュームに対する条件グループで、次の2つの条件が定義されているとします。

• 名前に「vol」が含まれています

• SVM名は「data_svm」です

この条件グループは、名前に「vol」が含まれ、「data_svm」という名前の SVM でホストされているすべ
てのボリュームを選択します。

条件グループ

条件グループは論理ORを使用して実行され、ストレージ オブジェクトに適用されます。ストレージ オブジェ
クトがグループに追加されるためには、いずれかの条件グループを満たす必要があります。いずれかの条件グ
ループを満たすすべてのストレージ オブジェクトがグループにまとめられます。条件グループを使用して、
グループに含めるストレージ オブジェクトの範囲を広げることができます。

条件グループを使用したグループ ルールの例

ボリュームに対する2つの条件グループで、各グループにそれぞれ次の2つの条件が定義されているとしま
す。

• 条件グループ1

◦ 名前に「vol」が含まれています

◦ SVM 名は「data_svm」です。条件グループ 1 は、名前に「vol」が含まれ、名前が「data_svm」
の SVM でホストされているすべてのボリュームを選択します。

• 条件グループ2

◦ 名前に「vol」が含まれています

◦ データ プライオリティの注釈値は「critical」です。条件グループ 2 は、名前に「vol」が含ま

れ、データ プライオリティ注釈値が「critical」として注釈されているすべてのボリュームを選択
します。

これらの2つの条件グループを含むグループ ルールをストレージ オブジェクトに適用した場合、選択したグ
ループに次のストレージ オブジェクトが追加されます。

• 名前に「vol」が含まれ、「data_svm」という名前の SVM でホストされているすべてのボリューム。

• 名前に「vol」が含まれ、データ優先度注釈値「critical」が付けられているすべてのボリューム。

ストレージ オブジェクトでのグループ操作の仕組み

グループ アクションは、グループ内のすべてのストレージ オブジェクトに対して実行さ
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れる操作です。たとえば、ボリュームしきい値グループ アクションを構成して、グル
ープ内のすべてのボリュームのボリュームしきい値を同時に変更できます。

グループは、固有のグループ アクション タイプをサポートします。ボリューム ヘルスしきい値グループ ア
クション タイプを 1 つだけ持つグループを作成できます。ただし、同じグループに対して、異なるタイプの
グループ アクション (使用可能な場合) を構成することもできます。グループ アクションのランクによって、
アクションがストレージ オブジェクトに適用される順序が決まります。ストレージ オブジェクトの詳細ペー
ジには、ストレージ オブジェクトに適用されているグループ アクションに関する情報が表示されます。

ユニークなグループアクションの例

グループ G1 および G2 に属するボリューム A があり、これらのグループに対して次のボリューム ヘルスし
きい値グループ アクションが構成されているとします。

• `Change_capacity_threshold`ボリュームの容量を設定するためのランク1のグループアクション

• `Change_snapshot_copies`ボリュームのスナップショットコピーを構成するための、ランク2のグループ
アクション

その `Change_capacity_threshold`集団行動は常に `Change_snapshot_copies`グループアクションが実行さ
れ、ボリュームAに適用されます。Unified Managerが監視の1サイクルを完了すると、ボリュームAのヘルス
しきい値関連イベントは、 `Change_capacity_threshold`集団行動。 G1 グループまたは G2 グループに対し
て、別のボリュームしきい値タイプのグループ アクションを構成することはできません。
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